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This paper is a study of a histrical docum
ent the K
O
U
SATU
 that w
as w
ritten at the early part of the E
D
O
 era. In this docum
ent, m
any  place 
n
am
es are w
ritten
, an
d
, m
ost of th
em
 still rem
ain
 tod
ay. It is qu
ite a su
rp
yisin
g fact. B
y th
is stu
d
y, w
e cou
ld
 fi
n
d
 ou
t L
ow
s w
h
ich
  requ
ired
 th
eir  
lifestyle  and  philosophy.
People say The E
D
O
 era is the feudal tim
es. B
ut, w
e think eveything m
oved slow
ly in those days.
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始めに
本論は、福井県大野市上舌の斉藤敏氏所有の「御領内御高札」という文書を翻刻
及び私解したものである。本書はその内容からして、江戸時代元禄期前後の、越前大野藩内の「高札」 条文を蒐集整理したものと見られ 当時の庶民に対する幕府の施策の一端が窺えるが、原本は見当たらず、斉藤氏の所有する文書も複写された
ものである。
本論では、先ず始めに「本文」の影印を上段に、その下に翻刻と読み下し文を記
した。異解は〔 　〕 、判読不能の文字は□で示し、仮名遣いは原則として歴史的仮名遣いを用いた。また、副詞、助動詞、助詞は平仮名に改めた。次に、各条文に関する若干の検討を加えたが 解釈に苦しむ箇所もいくつかあり、更なる究明の俟たれるところである

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１ 　（表紙）
御領内御高札
（右解読文 　左読み下し文）
2
２
　　　　定 　　　
七間町
一 　忠孝をは希満し夫婦兄弟
忠孝を励まし夫婦兄弟
諸親類尓むつましく召仕のものに
諸親類に睦まじく召使ひの者に
いた流まて憐愍越くはふ遍し
至るまで憐愍を加ふべし。
若不忠不孝のものあらは可□
もし不忠不孝の者有らば
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３
　　負（重）罪事
罪を負ふ（重罪）□たるべき事。
一 　萬事おこりいた須へから寿
万事おこり致すべからず。
屋作衣服飲食等に於よふ迄
屋作衣服飲食に及ぶまで
倹約を可相守事
倹約を相守るべき事。
一 　以悪心或い徒はり或無理を申懸 　
悪心を以て或ひは偽り或ひは無理を申し懸け
４
　　或利欲をかまへ人の害をな須へから須
或ひは利欲を構へ人の害をなすべからず。
惣而家業越つとむへ幾事
総て家業を務むべき事。
一 　盗賊并悪党もの有之は訴人に
盗賊并びに悪党者之有らば訴人に
出遍し急度御褒美可被下事
出るべしきっと御褒美下さるべき事。
　附博奕堅令制禁事
附けたり博奕堅く制禁せしむる事。
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５一 　喧嘩口論令停止之自然有之時
喧嘩口論は之を停止せしむ。自然之有る時は
其場へ不可出向又手負た類もの越
其の場へ出向くべからず。又手負たる者を
かくし置へからさる事
隠し置くべからざる事。
一 　被行死罪族有之刻被仰付輩之外
死罪に行せらるる族之有る刻仰せ付けらるる輩の外
不可馳集事
馳せ集まるべからざる事。
６一 　人売買堅令禁止之并年季に
人の売買堅く禁止せしむ。 　并びに年季に
召仕下人男女ともに十ケ年を限へし
召使ふ下人男女ともに十カ年を限るべし。
其定数を過は可為罪科事
其の定数を過ぐるは罪科たるべき事。
　附譜代の家人又は其所尓住来輩
附けたり 　譜代の家人又は其の所に往み来る輩
　他所へ相越在付妻子をも令 持
他所へ相越在に付きては妻子をも所持せしめ
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７
　　　其上科奈記ものを不可呼返事
其の上科無き者を呼び返すべからざる事。
右條々可相守之於有
右の條々相守るべし。違犯の輩有るに於いては
違犯之輩可被處厳科旨
厳科に處せらるるべき旨
所被仰出也仍下知如件
仰せ出でらるる所なり。仍って下知すること件のごとし。
　　天和二年五月日（一六八二）
８
　　　　　　　　　奉行
右之趣領内之輩弥堅
右の趣領内の輩いよいよ堅く
可相守之者也
相守るべきも 也。
　　　　　　　御名
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９
　　　　　條々
一 　毒薬并尓せ薬種売買之儀
毒薬并びに似せ薬種売買の儀
弥堅制禁之若於商売仕者
いよいよ堅く制禁す。 　もし商 仕る者に於いては
可被行罪科縦同類たりといふとも
罪科に行せらるべし。たとひ同類たりといふとも
訴人尓出流輩は急度御褒美
訴人に出る輩はきっと御褒美
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　　　可被下之事
下さるべき事。
一 　にせ金銀売買一切停止た類へし
にせ金銀売買一切停止たるべし。
自然持来におゐてハ両替屋にて
自然持ち来るにおいては両替屋にて
うち徒ふし其主 可返之并
打ち潰し其の主に返すべし。并びに
はい〔つ〕しの金銀尓せ金銀ハ金座
廃止の金銀にせ金銀は金座
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　　銀座へ徒かハし可相改事
銀座へ遣はし相改むるべき事。
　附尓せ物春遍から佐類事
附けたり 　似せ物すべからざる事。
一 　寛永之新銭金子壱両に四貫文
寛永の新銭金子壱両に四貫文。
勿論壱分尓付壱貫文御料私領に
勿論壱分に付き壱貫文御料私領
年貢収納等尓も御定の員数
年貢収納等にも御定めの員数
2
　　た類遍幾事
たるべき事。
一 　新銭之儀いつ連の所尓ても御免奈くして
新銭の儀いずれの所にても御免無くして
一圓不可鋳出之若違犯之輩在之ハ
一圓鋳出すべからず。もし違犯の輩之有らば
可為罪科事
罪科たるべき事。
　附悪銭似銭古銭此外撰へから佐類事
附けたり悪銭似せ銭古銭此の他撰るべからざ 事。
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3一 　新〔邪〕作之慥奈らさる書物商売
新（邪）作の慥かならざる書物の商売
いた須へからさ類事
致すべからざる事。
一 　諸色能商売或一所尓買置志め
諸色の商売或ひは一所に買ひ置き占め
うり或申合高直にいた須へからさる事
売り或ひは申し合はせて高値に致すべからざる事
一 　諸職人申合作料手間賃等
諸職人申し合はせて作料手間賃等
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　　高直にすへから須惣而誓約を奈し
高値にすべからず。 　惣べて誓約をなし
結徒黨儀可為曲事事
徒党を結ぶの儀は曲事たるべき事。
右條々可相守此旨若
右の條々相守るべし。 　此の旨もし
違犯之族於有之者可被處 　
違犯の族之有るに於いては
厳科者也仍下知如件 　
厳科に處せらるるべきもの也。仍って下知すること件の如し
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　　　天和二年五月日
　　　　　　　　　奉行　　定
きり志たん宗門盤
キリシタン宗門は
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　　累年御制禁たり自然
累年御制禁たり。自然
不審成もの有之ハ申出へし
不審なる者之有らば申し出るべし。
御本うひ登して
御褒美として
はて連んの訴人 　銀五百枚
バテレンの訴人 　銀五百枚。
い類まんの訴人 　銀三百枚
イルマンの訴人 　銀三百枚。
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　　立かへり者の訴人 　同断
立ち返り者の訴人 　同断。
同宿并宗門の訴人 　銀百枚
同宿并びに宗門の訴人 　銀百枚。
△　右之通可被下之たとひ同宿
右の通り下さるべし。 　たとひ同宿
宗門の内たりといふとも訴人に
宗門の内たりといふとも訴人に
出る品により銀五百枚
出る品により銀五百枚
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　　可被下之かくし置他所より
下さるべし。 　隠し置き他所より
あらはるゝにおゐては其所の
顕はるるにおいては其の所の
名主并五人組まて一類共に
名主并びに五人組まで
可被處厳科者也仍下知如件
厳科に處せらるるべきもの也。仍って下知すること件の如し。
　　天和二年五月日
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　　　　　　　　奉行
　　　　　覚
捨馬之儀付段々被仰出處
捨て馬の儀に付きては段々仰せ出されし處
頃日茂 仕候者在之候
頃日も捨て馬仕り候ふ者之在り候ふ。
急度御仕置可被仰付 得共
きっと御仕置仰せ付けられるべく候へども
20
　　先此度も流罪被仰付向後
先の此の度も流罪仰せ付けられ候ふ。 　向後
捨馬仕候もの於有之者可被得
捨て馬仕り候者之有るに於い
重科者也
ては重科を得らるべきものなり。
　　　　　　十二月
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　　　　定
人売買弥堅令禁止之
人の売買いよいよ堅く禁止せしむ。
召仕之下人男女ともに
召使ひの下 男女共に
年季十ケ年を限といへ
年季十ケ年を限るといへども
向後年季之限無之
向後年季の限り之無く
22
　　譜代に召抱候共可為
譜代に召抱へ候へども
相対次第之間可存
相対次第の間と為すべし。 　其の旨を存ずる
其旨者也仍如件
べき者也。仍って件 ご し。
　　　卯四月日
御領内御高札（越前国大野藩）
98 福井工業高等専門学校　研究紀要　人文・社会科学　第 45号　20
3
23
　　　　定
一 　御伝馬并駄賃之荷物壱駄
御伝馬并びに駄賃の荷物壱駄
四十貫目事
四十貫目の事。
一 　大野よ里大宮迄壱駄に付
大野より大宮まで一駄に付き
七十九文荷物奈くして令乗ハ
七十九文荷物無くして乗らしむるは
24
　　六十壱文比嶋へ百十六文荷物
六十壱文。 　比嶋へ百十六文荷物
奈しに乗は九十文勝山へ百十文
無しに乗せるは九十文。勝山 文
荷物無之時は八十五文木本へは
荷物之無き時は八十五文。木本へは
三十壱文荷物 き時ハ二十四 事
三十壱文荷物無き時は二十四文の事
　附人足賃ハ馬之可為半分事
附けたり 　人足賃は馬の半分たるべき事。
97
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25一 　馬次尓馬無之時ハ先之宿まて可
馬次に馬之無き時は先の宿まで
　相通之夜中によら須雨風之
相通すべし。 　夜中によらず雨風
　時も人馬無滞可出之事
時も人馬滞り無く出だすべき事。
　
○　右之通可相守之若定之外まし銭
右の通り相守るべし。もし定め
　取もの有 ハ三十日可為籠舎并
の外まし銭取るもの之有らば三十日の籠舎たるべし。 　并せて
26
　　　町年寄庄屋組頭過料として
町年寄り庄屋組頭過料として
　五貫文其外は家一軒より
五貫文其の外は家一軒より
　百文宛可出之者也
百文ずつ出だすべきものなり。
　　　元禄九年四月日（一六九六）　　　　　　メ六枚 　　右七間町之分也
　　　　　　　　〆て六枚 　　　右七間町の分なり。
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　　　　　　　　　　　　○大宮村 　右同断
　　　　　　　　　　　　　　　　右に同断なり
　　　　　　　　　　　外五枚之札名書
　　　　　 外の五枚の札名書
　定
一 　御伝馬并駄賃之荷物壱駄
御伝馬并びに駄賃の荷物壱駄
四十貫目事 　
四十貫目の事。
一 　大宮よ里大久保迄壱駄賃に付
大宮より大久保まで壱駄に付き
28
　七十九文荷物奈くして令乗ハ
七十九文荷物無くして乗らしむるは
六十壱文事
六十壱文の事。
　附人足賃ハ馬之半分たるへき事
附けたり 　人足賃は馬の半分たるべき事。
一 　馬次尓馬無之時は先之宿迄
馬次に馬之無き時は先の宿まで
可相通之夜中によら須雨風之
相通すべし。夜中によらず雨風の
95
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　　時も人馬無滞可出之事
時も人馬滞り無く出だすべき事。
○　右之通可相守之若定之外まし銭
右の通り相守るべし。もし定めの外増し銭
取もの有之ハ三十日可為籠舎并
取るもの之有らば三十日の籠舎たるべし。并びに
其所之年寄庄屋組頭過料
其の所の年寄り庄屋組頭過料
として五貫文其外ハ家一軒よ里
として五貫文其外は家一軒より
30
　　百文宛可出之者也
百文ずつ出だすべきものなり。
　　　
　　　閏
四三
月日
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　　　　　　　　　○大久保村 　右同断
　　　　　　　　　　　　
右に同断なり。
　　　　　　　　　　外五枚札名書
　　　
外の五枚の札名書
　　　 定
一 　御伝馬并駄賃之荷物壱駄
御伝馬并びに駄賃の荷物壱駄
四十貫目事
四十貫目の事。
一 　大久保よ里東郷まて壱 尓付
大久保より東郷まで壱駄に付き
32
　　七十九文荷物奈くして令乗は
七十九文。荷物無くして乗らしむるは
六十壱文福居迄百四十三文荷物
六十壱文。福居まで百四十三文。
奈き時は百九 事
荷物無き時は百九 の事。
　附人
足
賃ハ
馬之可為半分事
附けたり 　人足賃は馬の半分たるべき事
一 　馬次尓馬無之時ハ先之宿まて
馬次に馬之無き時は先の宿まで
93
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　　可相通之夜中によら須雨風之
相通すべし。夜中によらず雨風の
時も人馬無滞可出之事
時も人馬滞り無く出だすべき事。
○　右之通可相守之若定之外まし銭
右の通り相守るべし 　もし定めの
取もの有之ハ三十日可為籠舎并
外増し銭取る者之有らば三十日の籠舎たるべし。 　并せて
其所之年寄庄屋組頭過料
其の所の年寄り庄屋組頭過料
34
　　として五貫文其外ハ家一軒与里
として五貫文其の外は家一軒より
百文宛可出之者也
百文ずつ出だすべきものなり。
　　　　閏正月日
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35一 　折立村 　　□□□□□□（左何茂此通）
○
一
△　　　△切志たん札　　　　捨馬札　　　　人売買札　　　メ三枚
　　　
〆て三枚
36一 　中手村 　　捨馬札一 　山中村 　　同一 　小矢戸村 　同一 　下笹俣村
9
20
37
　　　　　　　切支丹札
　　　　　捨馬札　　　　　人売買札　　　メ三枚
　　　
〆て三枚
一 　若子村 　　　右同断
　　　
右に同断なり。
38一 　大納村 　　切支丹札一 　下秋生村 　同一 　箱ケ瀬村
　　　　　切支丹札　　　　　捨馬札
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　　　　　　　　　　メ弐枚
　　　　　　　　　　　　　
〆て二枚
一 　面谷村 　　　　　右同断 　　　□□
　　　　　
右に同断なり。
一 　佐々生村 　　 捨馬札一 　織田村
　　　　　　　　切志たん札
40
　　　　　　　　　　捨馬札
　　　　　　　　人売買札　　　　　　メ三枚
　　　　　　　　　
〆て三枚
一 　大橦浦
　　　　　　 忠孝札
89
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4
　　　　　　　　　　毒薬札
　　　　　　　　切支丹札　　　　　　　　捨馬札　　　 メ四枚
　　　　　　〆て四枚。
一 　小橦浦42
　　　　　　　　　　切支丹札
　　　　　　　　人売買札　　條々
一 　公義之船者不及申諸廻船共尓遭
公儀の船は申すに及ばず諸廻船共に
難風時盤助船を出し船不破損様尓
難風に遭ひし時は助け船を出だし船を破損させざる様に
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43
　　成程可入精事
成程精を入るべき事。
一 　船破損之時其所ちかき浦の者入精
船破損の時其の所に近き浦の者精を入れて
荷物船具等取揚遍し所其揚之
荷物船具等取り揚ぐべし。其の揚げし所の
荷物之内浮荷物ハ弐拾分一沈荷物ハ
荷物の内浮ける荷物は弐拾分の一沈める荷物は
拾分一川船は浮荷物三拾分一沈荷物盤
拾分の一川船は浮ける荷物の三拾分の一沈める荷物は
44
　　弐拾分一取揚ものに可遣之事
弐拾分の一を取り揚げし者に遣はすべき事。
一 　沖尓て荷物はぬ類時ハ着船之湊におゐて
沖にて荷物はぬる時は着船の湊におゐて
其所能代官下代庄屋出合を穿鑿船
其の所の代官下代庄屋出合ひを穿鑿し船に
相残荷物船具等之分証文可 之事
相残れる荷物船具等の分を証文として出だすべき事。
　附船頭浦のものと申合荷物盗取之
附けたり 　船頭浦の者と申し合はせ荷物を盗み取り
87
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　　　はねたるよし偽申におゐてハ後日聞と
はねたるよし偽申すにおゐては後日聞くと
　いふ共船頭ハ勿論申合輩党可被行
いふとも船頭は勿論申 合はせる輩党
　死罪事
死罪に行せらるべき事。
一 　湊に永々船を懸置輩阿らハ其子細を
湊に永々船を懸け置く輩有らば其の子細を
所のもの相尋日和次第早々出船いた佐須へし
所の者相尋ね日和次第早々出船 たさすべし。
46
　　其上にも令難渋者何方之船と承届之
其の上にも難渋せしむるは何方の船と承届〔しょうかい〕し
其浦之地頭代官江急度可申奉事
其の浦の地頭代官へきっと申 奉 べき事。
一 　御城米廻之刻船具水主不足之悪船尓
御城米廻の刻船具水主不足の悪船に
不可積之日和能節於令船破損者 　
積むべからず。 　日和能き節船を破損せしむるに於ゐて
船主沖の船頭可為曲事惣而理不尽之儀
船主沖の船頭曲事たるべし。 　惣べて理不尽 儀
御領内御高札（越前国大野藩）
86 福井工業高等専門学校　研究紀要　人文・社会科学　第 45号　20
25
47
　　申懸之又は私曲於在之可申出之縦
申し懸け又は私曲之在るに於ゐては申し出るべし。縦ひ
雖為同類其科をゆるし御褒美可被下之
同類たりと雖も其の科を許し御褒美下さるべし。
且又あたを不成様尓可被仰付事
且つ又あたを成さざる様に仰せ付けらるべき事。
一 　自然寄船并荷物流来におゐては
自然寄り船并びに荷物の流来におゐては
可揚置之半年過迄荷主無之は
半年過ぐるまで揚げ置くべし。荷主之無きは
48
　　揚置之輩可取之若右之日数過荷主
揚げ置きし輩之を取るべし。もし右の日数を過ぎて 主
雖為出来不可返之雖然其所 地頭代官
出来（しゅったい）すと雖も返す からず。
可受差図事
然りと雖も其の所の地頭代官の差図を受くべき事。
一 　博奕惣而賭之諸勝負弥堅可為
博奕惣べて賭けの諸勝負いよいよ堅く
停止事
停止たるべき事。
85
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49
　　右之條々可相守此旨若違犯之族
右の條々相守るべし。此の旨もし違犯の族
於在之者科之随軽重急度可被處
之在るに於いては科の軽重に随ひてきっと罪科に處せらるべし。
罪科たとへ雖為同類於申出者其科を
たとへ同類たりと雖も申し出る者に於いては其の科を
ゆるし御本うひ可被下之由所被
許し御褒美下さるべき由仰せ出らるる所なり。
仰出也當領中之輩堅可相守 也
當領中の輩堅く相守るべきものなり。
50
　　天和二年六月
　　　　　　　　御名
前々より浦之高札相建 　公儀之船者
前々より浦の高札相建つ。公儀の船は
不及申諸廻船共猥成儀無之様に被
申すに及ばず諸廻船共に猥なる儀之無き様に
御領内御高札（越前国大野藩）
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　　仰付候処遭難風候節茂所之ものとも
仰せ付けられ候処難風に遭ひ候節も所の者ども
船之助尓ハ不相成却而破船候様尓致懸
船の助けには相成らず却って破船させ候様に致し懸け
荷物を刎させ或其上乗船頭と申合不法之
荷物を刎ねさせ或ひは其の上乗船頭と申し合は て不法の
儀共有之様尓相聞へ不届に候御料者
儀共之有る様に相聞こへ不届きに候。御料は
御代官私領者地頭より常々遂吟味毛頭
御代官私領は地頭より常々吟味を遂げ毛頭
52
　　不埒不仕様尓急度可被申付候若此上
不埒仕らざる様にきっと申し付けらるべく候。 　もし此の上
不埒之儀於有之者後日相聞江候共其
不埒の儀之有るに於いては後日相聞こえ候共其の
ものハいふに及春所 迄可被行重科
者はいふに及ばず所の者まで重科に行せらるべし。
其上其所之御代官地頭迄可為越度事
其の上其の所の御代官地頭まで越度たるべき事。
一 　御城米船近年破船多候
ニ
付今般諸事
御城米船近年破船多く候に付き今般諸事
83
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53
　　相改別而大切可仕旨申渡船足之儀茂深
相改め別きて大切に仕るべき旨申し渡す。船足の儀も深く
不入様尓大坂船者大坂奉行其外国々之
入らざる様に大坂の船は 阪奉行其の外の国々の
船は其所支配之御代官より船足定之所
ニ
船は其の所の支配の御代官より 足定めの所に
極印を打船頭水主人数を不減少様尓
極印を打ち 頭水主の人数を減少させぬ様に
急度申付令運遭筈尓候依之湊江寄候
きっと申し付け運漕せしむ筈に候。之に依りて湊へ寄り候ふ
54
　　船之分ハ船頭水主人数并船足極印之通
船の分は船頭水主の人数并びに船足は極印の通り
無相違哉送状尓引合 相改帳面
ニ
記置
相違無きか送り状に引き合はせきっと相改め帳面に記し置き
上乗船頭印形致させ右書物其所尓留置
上乗船頭に印形致させ右の書物を其の所に留め置き
御料者御代官私領者地頭江差出之御代官并
御領は御代官私領は地頭へ差し出し御代官并びに
地頭より御勘定奉行迄可被指出候且又 　
地頭より御勘定奉行まで指し出さるべく候。且つ又
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55
　　極印より船足深入候船有之候者積候
極印より船足深く入り候船之有り候はば積み候
俵数委細尓改之御城米之外船頭私之
俵数委細に改め御城米の外に船頭私の
運賃を取他之米穀或ハ商売之荷物等
運賃を取り他の米穀或ひは商売の荷物等
積入候
欤
又者水主人数定之内令減少候者
積み入れ候か又は水主の人数定めの内より減少せしめ はば
私尓積入候荷物ハ其所尓取揚置水主人数
私に積み入れ候荷物は其の所に取り揚げ置き水主の人数
56
　　不足之分ハ其所尓て慥成水主を雇せ為致
不足の分は其の所にて慥かなる水主を雇はせ出船 致させ
出船其上尓て右之訳早速御勘定奉行江
其の上にて右の訳を早速御勘定奉行へ
可訴之事
訴るべき事。
一 　破船有之節浦々之もの出会荷物船具等
破船之有る節浦々の者出合ひて荷物船具等
取揚候刻盗取候
欤
又は不届之仕方於
取り揚げ候刻盗み取り候か又は不届きの仕方之有るに於いては
8
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57
　　有之者船頭より不隠置有躰に早速可
船頭より隠し置かず有躰に早速
訴之事
訴へるべき事。
右之條々急度可相守若違犯之輩
右の條々きっと相守るべし。もし違犯の輩
於有之者詮議之上可被行罪科不吟味之
之有るに於いては詮議の上罪科に行せらるべし。不吟味の
子細も候ハ、其所支配 御代官又ハ地頭迄
子細も候はば其の所の支配の御代官又は地頭まで
58
　　可為越度者也
越度たるべきものなり。
　　　　辰 　八月　　　　條々
一 　浦々におゐて船を借里候て異国船之
浦々におゐて船を借り候ひて異国船の
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59
　　ぬけ荷を買取候もの有之由相聞へ候
抜け荷を買ひ取り候ふ者之有る由相聞こへ候。
自今以後ハたとひ初より其事能
自今以後はたとひ初めより其の事の
子細を志ら春して借し候とも
子細を知らずして借し候へども
其船の船頭水主はぬけ荷買取
其の船の船頭水主は抜け荷買ひ取り候ふ
ものの同罪に行ハ留遍く候然る上ハ
者の同罪に行はるべく候。然る上は
60
　　諸国浦々の船頭水主常々申合置候て
諸国浦々の船頭水主常々申し合はせ置き候ひて
若ぬけ荷買候もの尓船越借し
もし抜け荷買ひ候ふ者に船を借し
合せ候ハゝからめと里候て長崎奉行所
合はせ候はばからめとり候ひて長崎奉行所
又ハ其所の御代官所地頭へ成とも程
又は其の所の御代官所地頭へなりとも程
ちかき所へ申出へしもし又船中
近き所へ申し出るべし。もし又船中
79
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　　にてハとらへかたき事も候ハゝ何方へ
にては捕らへがたき事も候はば何方へなりとも
奈りとも船を徒け候所尓て其所能
船を着け候所にて其の所の
ものに告志らせからめと里候て其所に
者に告げ知らせからめとり候ひて其 所に
預けをき是又長崎奉行所又は
預け置き是又長崎奉行所又は
其所の御代官所地頭□□□□〔へ可申出事〕
其の所の御代官所地頭□□□□〔へ申し出るべき事〕
62
　　其船頭水主には急度御褒美可被下事
其の船頭水主にはきっと御褒美下さるべ 事。
一 　浦々の船頭水主たとひぬけ荷買取候
浦々の船頭水主たとひ抜け荷買ひ取り候ふ
事を申合候とも或ハ船中尓てなり共
事を申し合はせ候へども或いは船中にてなりとも
或ハ船をつけ候所尓て奈りともぬけ荷
或ひは船を着け候所にてなりともぬけ荷
買取候ものをからめ取 事前尓志るし候
買ひ取り候ふ者をからめ取り候ふ事前に記し候
御領内御高札（越前国大野藩）
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63
　　ことくに仕候ハゝ初より申合せ候罪科を
ごとくに仕り候はば初めより申し合はせ候罪科を
ゆるされ御褒美ハ舟借候時尓申合せ候
許され御褒美は舟を借し ふ時に申し合はせ候ふ
代物の一倍を下し置る遍幾事
代物の一倍を下し置かるべき事。
　附其船の事ハ船主船頭等相対にて
附けたり 　其の船の事は舟主船頭等相対にて貸し
　借し候とも其水主のはたらき尓
候へども其の水主の働きに
64
　　　より候てぬけ荷買取候者并ニ申合候
より候ひて抜け買ひ取り候ふ者并びに申し合はせ候ふ
　船頭からめ取候ハゝ其水主に被下候御褒
船頭からめ取 はば其の水主に御褒美下さり候ふ事
　美之事是又船借り候時船主船頭等
是又船借り候ふ時船主船頭等と
　申合せ候代物の一倍を可被下事
申し合はせ候ふ代物の一倍を下さるべき事。
一 　諸国浦方におゐてぬけ荷買取候者
諸国浦方におゐて抜け荷買ひ取り候ふ者
77
34
65
　　有之由を告志らせ候もの有之候ハゝ
之有る由を告げ知らせ候ふ者之有り候はば
其所の者共早速に出合候てからめ
其の所の者共早速に出合ひ候ひてからめ
と類へし若油断せしめとり
捕るべし。 　もし油断せしめ捕り
尓かし候に於ゐては急度其罪科尓
逃がし候ふにおゐてはきっと其
行は類遍幾事
の罪科に行はるべき事。
66
　　　　正徳四年二月日（一七一四）
　　　　　　　　　　奉行　　　　　　條々
一 　異国船よりぬけ荷を買取候金元を
異国船より抜け荷を買ひ取り候金元を
いたし人を雇ひ候てぬけ荷仕候もの
致し人を雇ひ候ひて抜け荷物仕り候ふ者
御領内御高札（越前国大野藩）
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67
　　有之由相聞へ候間彼族を訴人仕るに
之有る由相聞こへ候間 　彼の族を訴人仕るに
おゐてハ吟味之上金元仕候ものゝ
おゐては吟味の上金元仕り候ふ者の
金銀米銭家財等迄不残可被下之事
金銀米銭家財等まで残らず下さるべき事。
一 　
秡拔
荷仕候ものを同類の内より召捕へ
抜け荷仕り候ふ者を同類の内より召し捕らへ
或ハ訴人仕候もの尓は右之荷物
或ひは訴人仕り候ふ者には右の荷物
68
　　御褒美として可被下之事
御褒美として下さるべき事。
一 　唐人とぬけ買を申合又ハ右之云合之
唐人と抜け買ひを申 合はせ又は右の云ひ合はせの
取次をいたし或ハぬけ荷物仕奈連
取次を致し或ひは 荷物仕りなれ
堂留もの并
秡拔
荷物尓雇れ或ハ
たる者并びに抜け荷物に雇 れ或ひは
其事に携里候者の事訴人仕類尓
其の事に携はり候ふ者の事訴人仕るに
75
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　　おゐてハ急度御本うひを可被下
おゐてはきっと御褒美を下さるべし。
たとひ同類たりといふとも其科を
たとひ同類たりといふとも其の科
ゆるし賃銀礼銀等申合候員数之
許し賃銀礼銀等申し合はせ候ふ員数の
一倍可被下之事
一倍を下さるべき事。
　附只今迄ぬけ荷仕候者の宿いたし
附けたり 　只今まで抜け荷仕り候者の宿い し
70
　　　或ハぬけ取候荷物預り隠し
或ひは抜け取り候ふ荷物預か 隠し
　置候もの或手合仕候者たりと
置き候ふ者 手合ひ仕り候者た
　いふとも訴人仕候ハゝ是又其
りといふとも訴人仕り候はば是又
　科をゆるし御褒美被下 事
其の科を許し御褒美下さるべき候ふ事
　右同前た類遍き事
右に同前たるべき事。
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　　右之條々急度可相守之若存奈から
右の條々きっと相守るべし。 　もし存じながら
隠し置外より令露顕者其科
隠し置き外より露顕せしむるは其の科
本人可為同前者也
本人と同前たるべ ものなり。
正徳四年十一月日
奉行
72
　
（裏表紙）
越前大野郡
　　　　　　中養老　　　　　　　　持主　　　 次郎左衛門
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一 　高札について
本書は江戸時代前期の越前大野藩内の高札集とでも呼ぶべきものであるが、 「高
札」とは「法令、禁令などを板札に墨書きし、町辻、橋詰など人目につきやすい場所に掲示したもの」で、 「五代綱吉からは、将軍替わり後の最初の改元の際にのみ書き替えるという一代一回の制が採られ」 「綱吉時代の高札は天和元年（１６８１）五月、六代家宣のそれは正徳元年（１７１１） 発せられた」①とされる。「高札」の条文は一般に、 「定」として書き始められ、次いで行を改めて条文が記されて、条文が終ると、また改行して年号が記され、最後に「奉行」という語句で締めくくられているが、こうし 条文が次のよう 指示ととも 諸国に届けられたようである。
右之通、 御料は御代官、 私領は領主．地頭より村々ぇ相触、 高札相建有之村方は、
高札ニ認、 相建可申候（天明御触書集成 　明和七年「１７７０」四月 　徒党札）②。「高札相建有之村」とは「高札場 を持っている「村」というほどの意味だと思
われるが、 「高札場」は「村の中心を象徴的に示す」③場で、
その管理は厳重を極め、矢来を巡らし、石垣あるいは土盛をし、みだりに近寄
らせず、管理者には町村役人を命じ、付近の清掃、火災の際の持ち逃げ、狼藉者の取り締まりなどにあたらせ、高札場通行の際には敬礼させるといった敬虔さを要求した④。
と言われている。
その「高札場」に「定」の条文を掲げよという指示だが 「高札」は「高札場」
を持つ村の負担であり、また、 「高札」のサイズもほぼ決まっ いたようで 例えば「忠孝札」 幅は「五尺」とされていた⑤。そこでお呼びがかかると 「村」の役人が 高札」を用意しそれを携えて 幕府や藩 役所に出向き「墨入れ」してもらうという次第であったと思わ る⑥
二 　高札と巡見使
本書には、 「天和」 「元禄」 「正徳」といった江戸時代前期の年号が見られるが、
江戸時代には、五代将軍綱吉の頃から、 「将軍の代替わりごとに」 「幕府、私領を巡視してその政情・民情を復命させる」ために「特派され」た「巡見使」という「臨時職名」があった。これは天保九年（１８３８）まで続いたとされるが、この 巡見使」の主要な任務の一つが、 「高札」の確認であった。江戸時代における「高札」の意義については、
公儀御高札がきちんと掲げられているかという点が、幕府の支配が貫徹してい
るかどうかのメルクマールだったとされているのであり、藩の側でも巡見使からの高札場についての諮問にきちんと答えることができるように、村に指示してる事例もある⑦。
という指摘に尽きていようが、 「高札」の確認の仕方については、 「公儀御制札並びに高札何か所の事 　但し領主高札写し御指 出しこれ有るべく候。 」とあるように「巡見使からの尋問」にそなえて「事前」に作られた「答弁書」によって行われたようである⑧。
もっとも、これは天保九年 際の尾張藩の問い合わせに対する幕府の返答だが、
これまでの慣例に則ったものと見てよかろう。こうした「高札写 」が作成されたのは右のような次第 よるものであった うだが、 今一つには、 領内全ての「高札場」を回りきる が不可能 ったから もあろう。
本書も、記されている内容から見てこうした類の文書の写しと思われるが、年号
の下限が「正徳四年」 （１７１４）であること、綱吉の頃から「 」の書き換えが一代一回を原則とす ようになったこと、又、 『国事叢記』第五⑨の「享保元年閏二月二十六日」 （１７１６ 　但し改元は七月）の記事に「順見」とある と等を勘案すれば、その時期は享保元 と見る が妥当であろう。即ち、本書は、享保元年時の巡見使に対して、大野藩より差し出された領内の「高札」を 書き上げ」たものの写しと推定される。
今一つの問題は、この文書がどの程度忠実に「高札」の文章を写してい かとい
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うことである。無論、対象となった「高札」の条文そのものを見ることはできないのだが、本書の中のある部分と重複している写真や翻刻がある で、それらを参考にして、この問題を考えてみたい。
その一つに、 「天和弐年」の「高札」を「幕府領河内国（現大阪府）が写してお
いたもの」とされる写真が が⑩、これは「七間町」の「天和二年五月」条の前半部分と重複していて、両者の文章を比較してみると、改行 仕方及びいくつか用字が違っているだけであって、内容は言うに及ばず、表現もほとんど同じである。
又、 「天和二年五月日」 の年号を持ついわゆる切支丹札の 「高札写」 の写真があり⑪、
これは本書のキリシタン札 相当している 、これも 改行箇所を除けば、二箇所に関する漢字か平仮名かの相違 。更に「辰八月」 （正徳二年）の「浦高札」の一部（
26Ｐ～
27ｐ）に該当する部分の翻刻があるが⑬、これまた、改行の状況は
さておいて、一箇所の表現部分（諸色→色）を除けば あと 漢字か平仮名かの違いでしかなく、これらからするに、本書の条文は「高札」の『原本』をほぼ忠実に写していると考えられる。
三 　本書の構成
本書に収録されている「高札」は「忠孝札」 「毒薬札」 「切支丹札 「捨馬札」 「人
売買札」 「伝馬札」といわゆる「浦高札」の七種類に分類されるが、 それ 「高札場」毎に整理したのが次の表である。 （◎は条文あり、○は札名のみ）
高札名
高札場 　
忠孝札
毒薬札
切支丹札
捨馬札
人売買札
伝馬札
浦高札
（天和２． ５）
（同上）
（同上）
（
2月）
（卯４月）
（元禄９． ４）
（天和２． ６）（辰８月）（正徳４． ２）（
月）
七間町 　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
大宮村 　
○
○
○
○
○
◎
大久保村
○
○
○
○
○
◎
折立村 　
○
○
○
中手村 　
○
山中村 　
○
小矢戸村
○
下笹俣村
○
○
○
若子村 　
○
○
○
大納村 　
○
下秋生村
○
箱ケ瀬村
○
○
面谷村 　
○
○
佐々生村
○
織田村 　
○
○
○
大橦浦 　
○
○
○
○
◎
小橦浦 　
○
○
◎
［計］
４
４
3
4
８
３
４
「高札場」は「七町間」 （現大野市）を起点として「大宮 」 「大久保村」と美濃街道を下り、左に折れて「折立村」 「中手 」 「山中村」 （現福井市 　旧美山町）を経て「小矢戸村」 （大野市）に戻り、 「 笹俣 」 「若子村」 「大納 」 「下秋生村」 「箱ケ瀬村」 「面谷 現 野市 旧大野郡） 等々の山中を抜けて、 「佐々村」 「織田 （現越前町）から 大橦浦」 「小橦浦」 （現越前町》へと至っているが、これが享保元年頃の大野藩の「高札」場の全てであったと思われる。而して、これらの「高札場」には、四十六枚の「高札」及び四枚の「浦高札」が
掲げられていた計算になるが、 「伝馬札」及び「浦高札」は地理的な特殊性が関係しているから、これを除くと、最も多く掲げられてい のは「捨馬札」 （十四枚）と「キリシタン札」 （十三枚）である。
このうちのキリシタン札については、次のよう 言われている。
十八世紀にはごく限られた地域をのぞけば、キリシタンを見いだすことなど
まったくありえず、おそらくほとんど現実に訴人をしようなどとはだれも思いもよらなかったであろう。にもかかわらず、それ 幕府にとって 切支丹札を撤去
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する理由にはならなかったのである。キリシタンを徹底的に否定するなかで、日本は神国であるという論理を自らの支配原理の中核に据えて支配的イデオロギーを構築した幕藩領主にとっては、全国各地の高札場に掲げさせ続けることにこそ意味があったのである⑭。また、 「捨馬札」は、生類哀れみの令の一環として、五代将軍吉宗の出したもの
とされているが、 「捨て牛馬」に関しては、
病気や老衰の牛馬 捨てること。またその牛馬。近世では、牛馬は農耕用の労働
力として重要な存在であったため、その保護飼育が領主からも命じられており、捨牛馬は処罰の対象となった。捨牛馬．放牛 を見つけた者はそれを保護し、役人に届け出るこ が義務付けられていた⑮。と言われている。
四 　「定 　七間町 　天和二年五月日」札（１） （８Ｐまで）
ここには、 「一」として七条、 「附」として二条あるが、 「一」については、
　一 　「忠孝」の奨励。　一 「倹約」の奨励。　一 「悪心」や「利欲」の心を持たないこと。　一 「喧嘩口論 の停止。等の、いわば道徳律とでも言うべきもの、及び、　一 　「盗賊「 「悪党」に関する「訴人」 奨励。　一 「行死罪（死刑執行」の際 馳集（見物） 」の禁止。更には、　一「人売買」の禁止及び「召仕下人 の「年季」は「十ケ年 に限ること等々の条文が記されている。
また、 「附」としては、 「博奕」 （博打）の禁止の外 「譜代の家人又は其所に住来輩」
のこととあり、この意味が今一つ明確でないが、
１ 　いにしへより其領内に在来輩たりといふとも、他所江相越、久しく在著、
妻をも令所持、其上科無之者ハ呼返儀可為停止事（万治元年「１６５８」十月）
２ 　普代之下人又ハ其所ニ住来輩他所より罷越妻子をも持在付候者呼返すべか
らず。但シ罪有者制外之事（正徳元年「１７１１」五月）⑯。
等の例を参考にすると（ 「２」の「他所より」の「より」は「へ」の誤りであろう） 、「譜代の家人又は其所住来輩」がどこかへ引っ越して（相越在） 、かつ、そこで「妻子」を持っている場合 は、当該者が「罪有」る場合を除いては呼び戻してはいけないというほど 意味であろうが、 「呼返 意味が今一つよくわからない。なお、一般に「高札」は「年月 　奉行」という形で終るから、 「奉行」の後に「右之趣領内之輩弥堅可相守之者也 　御名」とあるのは後の付加であろう。「喧嘩口論」や「行死罪者」の条々に類するものとしては、
○ 　喧嘩口論ハ不忠不孝之至也。○ 　行死罪者有之者、申付ル輩之外、一切其場へ不可駈集事。附、追懸者同前
之事。
○ 　博奕、好色或落書、張紙等、恥をわすれ侍に不似作法 有事⑰
と見える。もっとも、これは「侍」を対象とした禁令ではあるが、 「侍」も「庶民」と左程変わらなか たようである。
五 　「条々 　七間町 　天和二年五月」札（２） （９Ｐ～
15Ｐ）
ここには、 「條々」として、次のようにある。
一１ 　「毒薬并にせ薬種」の売買の禁止及び「訴人」の奨励。一２ 　「にせ金銀売買」の停止。一３ 　「寛永之新銭」の規定。一４ 　　許可なき「新銭」 「鋳出」の禁止及び「悪銭似銭古銭撰銭」の禁止。一５ 　「新作之慥ならさる書物商売 禁一６ 　買占めと値段の吊り上げ禁止。一７ 　職人の「作料手間賃」に関する談合の禁止。
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２．３．４に見えるのは貨幣に関するもので、私鋳銭や選銭の禁止、又、 「寛永
之新銭」を基準とする貨幣価値の統一が図られたものと思われ、６．７は物価や賃金の不法な吊り上げを禁じたものであろう。
５もそうしたことに関連した条文と思われるが、 そ 意味はよくわからない。 「新」
を 「邪」 とよむむきもあるが、 「邪作」 とい 語は辞書に見出せない。また、 「物」 が 「面」となっている資料もあるが、それでも意味が通じない。更に「商売」に関してであるが、 「６」に「諸色能商売 と の あわせると、これは「高売」の誤りではなかろうか（もっとも、書写者は明らかに「商売」と見ているのだが） 。「高売」は「凶年に富者がやすう買い置た米を取出て高売して（両足院本山谷抄１５００頃） 」の用例があり、 「たかく売ること」の意 される⑱ しかし、 それでも、この条文の意味ははっきりしな 。いずれにせよ ６．７と 関連からみて、不正な商売を禁止した条文ではあると思われる。
六 　「定 　七間町 　天和二年五月」 「きり志たん」 札
（
15～
18Ｐ）
これは切支丹信仰の禁止と信者の密告を奨励するもので、領内に十三枚掲示され
ている計算になるが、幕府のキリシタン対策としては、家康の命を受けた金地院崇伝の手になる慶長十八年（１６１３）十二月二十三日の「宣教師追放文案」に、
ここに吉利支丹の徒党、適ま日本に来り、ただに商船を渡して資材を通ずるのみならず、叨りに邪法を弘め、正宗を惑わさんと欲す⑲。
と見えるのを始めとして、寛永 二 ３５ 九月には、
一 　伴天連訴人褒美之事 　上之訴人ニハ銀子百枚、其より下ニハ其忠に たか
ひ可相計事
一 　伴天連之宗旨改候南蛮人、其外悪名之者有之時ハ、如前々大村之籠ニ可入
置事
一 　伴天連之儀、船中之改迄念入可申付 ⑳。
と見え、更に、寛永十六年（１６３９）七月には「覚」として
きりしたん宗門之儀、かたく制禁之上、弥守其旨、伴天連并宗旨之者不可乗 、
若致違背候は、其船中悉可為曲事、自然かくしのせ来るにをいてハ、同船之者たりといふとも可申上之、急度御褒美可被下之
。
とも見えている。
七 　「覚 　七間町 　捨馬之儀 　十二月」 （
19～
20Ｐ）
ここは「覚」として書き出されており、 末尾も、 「十二月」とだけあって、 年号や「奉
行」の文字もない。 「覚」となっているのはこの条文だけで、他は皆「定」と書き出されているのだから、あるいは「定」の誤写なのかもしれない。また、年号及び「奉行」については、書写の段階で省略したものと思われ、 「十二月」は前の「高札」にある「天和二年」を指して ると考えられる。「捨馬」とは、先にも見たように、老化や病気で役に立たなくなった馬を、養育費削減のために野山に捨 ることらし が、この札がほぼ全地域に掲げられていることからすると、この現象は当時の深刻 問題の一つであったらしいことをうかがわせる。
八 　「定 　人売買 　　卯四月」 （
21～
22Ｐ）
これは「定 　天和二年五月」の「一 　人売買」札の訂正版とも言うべきもので、
そこでは「召仕之下人男女」の「年季」を「拾ケ年」と定めていたのをこ で 相対次第」即ち当事者同士の話し合いによるものとすると改められている。
なお、ここにも年号と「奉行」がない。
九 　「定 　御伝馬 　七間町 大宮村 　大久保村 　元禄九年四月
閏四（正）月 　閏正月 　（
23～
34Ｐ）
地名と「駄賃」の額以外はほとんど同文であり、まず始めに「御伝馬并駄賃之荷
物壱駄四十貫目事」と記し、以下、 「大野」 「大久保」 「大宮」を起点としたそれぞ
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れの「駄賃」が記されているが、 因みに「大野」 「勝山」間の「荷物なし」場合の「駄賃」は「八十五文」とある。
又、いかなる場合にも「人馬無滞」く出すべきこととし、更に「まし銭」 （割増
し料金）の禁止とその処分に言及し 「伝馬」役は相当の負担だったようで、天和二年（１６８２） 、 尾張藩では、 「負担に耐えられなくなった宿駅側の要請により」「伝馬銀」の助成が行われたという
。
十 　　浦高札１ （條々 　大橦浦 　小橦浦 　天和二年六月 　御名）
（
42～
50Ｐ）
「一」として七条を載せる。一 　遭難に対する助け舟を出すこと。一 　破船の際 取り上げた「浮荷物」は
20分の１「沈荷物」は
0分の１、川船の
場合は
30分の１、
20分の１を取上げた者に与えること。
一 　沖で荷物をおろす場合は、港でその状況を把握し残っている荷物等を証文に
書き置くこと。附 　船荷を盗むものは死罪のこと。
一 　いつまでも港に泊まっている船があれば、その事情を聞き日和次第船出させ
ること、それでも船出しない場合はどこの船かを地頭代官に報告すること。
一 　船具や水主の不足の場合は「御城米」を積んではいけない。日和が良いにも
かかわらず船を破損させた 船主と船頭の責任である。理不尽なことを言い けたり不正のある場合に申し出れば、同類であっても罪を許し褒美を下さること。 「且又あたを不成様に可被仰付事」の部分は意味不明。
一 　難破船及びその荷物が漂着した場合、半年間保管するように。この期間を過
ぎて荷主が現れても返すことなく 地頭代官の指図を受けること。
一 　博打を始めとするさまざまの賭け事禁止。
十一 　「浦高札」２（前々より浦之高札相建 　大橦浦 　小橦浦
　　　　　　　　　　辰八月） （
50～
58Ｐ）
条文は「定」とも「條々」ともなく、 「前々より浦之高札相建つ」と始まっているが、
以下の内容からすれば、 「にもかかわらず」という程の意味かも知れない。その内容は大略次のとおりである。
以前から申し付けているにもかかわらず、船が難破しそうな時、これを助けるど
ころか、故意に難破させて荷物を掠め取る不届き者ありと聞く。これからは日ごろから警戒をしてそういうこ のないように申し付けておくが、今後もしそういうことがあったら、代官や地頭も責任を問わ こと。
次は「一」として、その内容は左のとおり。最近「御城米船」の事故が多いゆえ、 今回諸事にわたり点検するよう。 「船足」 （喫
水線）を越えないように（積みすぎな ように）大阪の船は大阪奉行所そのほかの国はそこの代官から規定の場所に 「極印」 （喫水線を示す印か） を打ってもらい、 また、「船頭」や「水主」の人数を減らさぬようにして運航するように。かくして、港にいる船に関しては、 「船頭水主人数」及び 船足」の「極印」が「送状」 相違ないかどうか引き合わせ 必ず書面に記し置いて「上乗船 」に押印させ、それを保管し、天領は代官他 地頭に差し出すこと。更に 地頭はそれを御勘定奉行まで提出すること。
更に、 「極印」よりも「船足」が深く入っている に関しては、積んでいる米俵
の数を詳しく調べ こっそりと運賃をとって 「御城米」 以外の荷物を積んでいないか、あるいは「水主」の人数を減らしていないか も こっそりと積んでいる荷物があれば、そこに取り上げて置き、不足の「水主」につい は、 こで身元の確かな者を雇わせ出船をさせ、それから その次第を直ちに勘定奉行に訴えるべきこと。
次の「一つ書」には、破船の折、荷物船具など取上げるとき、盗んだりごまか
たりする者がいたら、隠 ずにすぐ訴え べきことが記されている。
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十二 　「浦高札」３（條々 　大橦浦 　小橦浦 　正徳四年二月日
　　　　　　　　　　奉行） （
58～
66Ｐ）
「一」として三条。一 　「ぬけ荷買」 （密貿易）に船を貸すことの禁止。もしそうした「船頭水主」がい
たら、捕らえて長崎奉行所あるいは近くの代官または地頭に申し出ること。また、船中で にくいときは、どこへでも船を着けてそこの者に知らせて捕らえ、其の地に預け置いて長崎奉行所また 代官．地頭に（申告すべきこと） 。必ず御褒美あり。
一 　「ぬけ荷物買」の者を捕らえた「船頭水主」には「初より申合罪」を許し、 「舟貸」
の際の倍の御褒美を下さること。
　附 　船主と船頭が「相対」で舟を貸しても、 「水主」の働きによって、 「ぬけ荷」
を「申合」せた「船頭」を捕らえれば、 「水主」に「申合」の倍の御褒美あり。
一 　「ぬけ荷買取」の情報があれば、すぐに出向いて捕らえること。逃がすは罪科。
十三 　「浦高札」４（條々 　大橦浦 　小橦浦 　正徳四年十一月
　　　　　　　　　　
日 　奉行） （
66～
71Ｐ）
これも「一」として三条ある。
一 　「ぬけ荷」 「買取」の「金元」を訴えた者には、吟味の上 「金元」の財産の一
切を下さること。
二 　「抜荷」の者を「同類の内」より捕らえたり訴えたりする者には右と同じ御褒
美を下さること。
三 　「唐人」との「ぬけ荷」に関わる者を訴えれば、 たとえ同類でもその罪を許し、 申
合」の倍の御褒美を下さること。附 　これまで「ぬけ荷仕」る者を泊めたり、 「ぬけ荷を預かったり、あるいは手伝ったりした者でも、訴え出れば罪を許され御褒美を下さることは右に同じ。
十四 　「裏表紙」
裏表紙には、 「越前国大野郡 　中養老 　持主 　次郎左衛門」とあり、 「中養老」は
「正保（１６４４～１６４８）に見える「中丁村」に該当すると思われるが、 「養老」という表記は他に見当たらない
。また、裏表紙は「本文」とは別筆と思われ、こ
の文書が、本来の目的（ 「巡見使」への提出用）とは異なったものであったことを窺わせる。 「本書」の用途を明確に示すものは見当たらないが、あるいは、
高札は簡潔であり当時の無知蒙昧な庶民にも理解しやすく、さらに寺子屋の教
科書として利用させ、また印刷に付し広く販売させることにより、庶民に対し法への親近感を植え付けた
。
という説明を参考にすれば、 寺子屋 教科書」的な文書であったかも知れない。
（注）
①
	
『国史大辞典』 （吉川弘文舘 　１９９７） 「高札」条。
②
	
歴史学研究会編『日本史料３ 　近世』 （岩波書店 　２００６） 。二七一Ｐ。
③
	
久留島浩「近世の藩の高札」 （永島慶二編『大名領国を歩く』１９９３） 。
④
	
①に同じ。
⑤
	
菅野．桜井編 『入門 　古文書を楽しむ』 （竹内書房新社 　２００ ） 一二八Ｐ。
⑥
	
③に同じ。
⑦
	
③に同じ。
⑧
	
白根孝胤「諸国巡見使と領民」 （ 『江戸時代の古文書を読む』東京堂出版
　
	
２００８） 。八七Ｐ。
⑨
	
福井県郷土誌懇談会編『国事叢記 　上』１９６１ 　四五八Ｐ。
⑩
	
⑤に同じ。
⑪
	
若尾俊平『図録 　古文書入門事典 　新装版』 （柏書房 　２００５）二三Ｐ。
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⑫
	
以下の「～Ｐ」は影印下の数字を示す。
⑬
	
『古事類苑』政治部五五。
⑭
	
③に同じ。
⑮
	
武光誠他編『日本史用語大事典』 （新人物往来社 　１９９５） 。
⑯
	
⑬に同じ。
⑰
	
⑨の「第四」 。
⑱
	
『精選版日本国語大辞典』 （小学館 　２００６） 「高売」条。
⑲
	
②に同じ。
⑳
	
児玉幸多他編『新版 　史料による日本の歩み 　近世編 吉川弘文舘
	
１９９６） 　四九～五〇Ｐ。
	
②に同じ。一三四～一三五Ｐ。
	
①に同じ。
	
日本歴史地名大系
8『福井県の地名』 （平凡社 　１９８１）六七Ｐ。
	
①に同じ。
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